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よみう
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日

，

メタボ スゞター
観
光
地
や
古
道
を
歩
き
な
が
ら
メ
タ
ポ
リ

ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム

（内
臓
脂
肪
症
候
群
）

対
策
を
目
指
す
ツ
ア
ー
が
人
気
だ
。
健
康
と

レ
ジ

ャ
ー
を
兼
ね
て
心
も
癒
や
し
て
み
た
い

と
い
う
人
た
ち
が
訪
れ
て
い
る
。

Ｊ
Ｔ
Ｂ
西
日
本
は
、
Ю
月
か
ら

「男
み
が
き
　
女
み
が
き
計
画
（仮

称
）
」
を
売
り
出
す
。
紀
伊
半
島

の
熊
野
古
道
、兵
庫
県

・
淡
路
島
、

鳥
取
県

・
大
山
な
ど
７
地
域

へ
の

ツ
ア
ー
を
計
画
し
て
い
る
。
　
　
　
一

―
泊
２
日
で
、
企
業
や
健
保
組

合
が
中
心
。
関
西
医
木
な
ど
の
協

力
で
、
ス
ト
レ
ス
解
消
の
自
律
訓

練
法
や
ウ
弁
一―
キ
ン
グ
に
も
挑
戦

し
、
メ
タ
ボ
検
定
を
行
い
、
身
体

の
メ
カ

ニ
ズ
ム
も
学
習
す
る
。
企

画
し
た
Ｊ
Ｔ
Ｂ
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ

ム
研
究
所
は

「
ツ
ア
ー
終
了
後
も

壮
年
男
性
に

私
ど
も
は
地
域
住

民
や
職
域
勤
務
者
の

方
々
と
健
診
や
健
康

教
育
な
ど
を
通
じ
て

交
流
し
、
科
学
的
な

根
拠
に
基
づ
い
た
生

活
習
慣
病
予
防
の
た

め
の
生
活
指
導
や
対
策
を
通

め

て
い
ま
す
。
書
の
日
本
人
は
と

に
か
く
血
圧
が
高
く
、
逆
に
コ

レ
ス
テ

ロ
ー
ル
や
体
脂
肪
は
多

′
キヽ
よ
Ｋ
Ｙ
り
，
ス
キ
Ｆヽ
Ｖ
＾
Ｌ
ン
一
Ｌ
。　
一Ｆ
一

参
加
者

に
励
ま

し
メ
ー

ル
を
送

り
、
引
き
続
き
チ

ェ
ッ
ク
し
て
い

く
の
が
特
徴
」
と
ア
フ
タ
ー
ケ
ア

を
強
誦
す
る
。

昨
年
か
ら
世
界
遺
産
の
高
野
山

し
か
し
な
が
ら
、最
近
で
は
、

脳
率
中
予
防
に
取
り
組
ん
で
き

た
地
域
や
融
域
で
も
、
壮
年
男

生
つ
０
あ
更
Ｌ
ヽ
く
′
ｖ
つ
２

で
ツ
ア
ー
を
行

っ
て
い
る
南
海
国

蔵
協

絆

只

本
社

・
△

欧
市
）
。
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
プ
を
経
営
す
る
セ
ン

ト
ラ
ル
ス
ポ
ー
ツ
（本
社

・
東
京
）

と
タ

イ
ア
ッ
プ
し
て
、
ム

幣

機

知

建康科学センター

明彦 健鰯 発部長

高野山で瞑想 ホテルでストレッチ…

「観光+健康」両得ツアー

脱メタボツアーで高II山 真の競を散歩

する,カロ=(セ ン トラルスポーツ提供)

壮年月性0●籠■●魔生串
じ

帥
甲
年蜘 60年鳴

管  加

02年平颯7年   16年

一Ｚ
フ
フ
は
地
域
住
民
の
成
績

で
す
が
、
心
筋
模
塞
を
起
こ
す

人
の
割
合

（
発
生
率
）
は
、
昭

和
５５
年
～
６２
年
で
は
年
間
１０
万

人
あ
た
り
５６
人
だ

っ
た
の
が
、

昭
和
６３
年
～
平
成
７
年
で
は
１

０
６
人
、
平
成
８
年
～
１５
年
で

は
１
２
９
人
と
、
最
近
２０
年
間

で
倍
増
し
ま
し
た
。
同
じ
地
域

の
女
性
で
は
増
加
傾
向
は
あ
り

ま

せ
ん

で
し
た
。
こ
こ
で

″じ

ん
わ
り
″
と
書
い
た
の
は
、
増

え
だ
と
い

っ
て
も
か

つ
て
の
脳

卒
中
ほ
ど
多
発
し
て
い
る
わ
け

で
ま
ま

ハ
と

ハ
う
こ
と
０
す
。

奎
テロール、血糖など)

L状、生活習慣など)

などは、はがきや フアクスで、

5の 9読売大阪ビル内 「よ

離
島
振
興
■」
組
み
合
わ
せ
た
の

が
、
い
と
し
の
旅
舎

（本
社

・
三

重
県
伊
勢
市
）
の

「
ウ

ェ
ル
ネ
ス

の
旅
」
。
同
社
と
鳥
羽
市
、
二
重

大
学
の
共
同
の
取
り
組
み
で
、
今

年
で
７
回
目
。
１
泊
２
日
と
２
泊

３
日
の
コ
ー
ス
が
あ
り
、
リ
ピ
「

タ
ー
も
多
い
。
日
本
オ
リ
ン
ピ

ッ

ク
委
員
会
の
強
化
ス
タ

ッ
フ
で
三

重
大
学
の
准
教
授
や
同
大
医
学
部

付
属
病
院
の
医
師
も
参
加
し
て
サ

は
月

り
。
名
菫

、
棗

早

国

国

圃

蝿

臓

戦

喝

蟄

誰

棋

が
考
案
し
た

ヨ
ガ
を
体
験
す
る
。

参
加
し
た
大
阪
市
淀
川
区
の
女
性

（６３
）
は

「
と
て
も
リ

フ
ッ
ク
ス
で

き
、
メ
タ
ボ
と
向
き
合
う
よ
い
き

っ
か
け
）

」
　
一」
　
一́
士
口
一
，
ｏ

で
す
。
太
つ
て
い
な
い

環
境
や
食
材
の
欧
米
化
に
伴
う

脂
肪
分
や
カ

ロ
リ
ー
の
と
り
す

ぎ
、
労
働
頑
蔵
一の
激
化
に
伴
う

緊
張
や
ス
ト
レ
ス
の
増
加
の
影

響

が
大
き
い
と
考
え

ら
れ
ま

ｔ
心
筋
種
塞
の
危
険
因
子
と
し

て
は
、
高

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、

高
血
圧
、
喫
煙
ヽ
糖
尿
病
な
ど

が
あ
り
ま
す
が
、
大
事
な
こ
と

は
こ
れ
ら
の
危
険
因
子
を
も

っ

て
い
る
方
は
、
肥
満
の
有
無
に

関
係
な
く
、
心
筋
種
塞
を
起
こ

す
危
険
性
が
高
い
と
い
う
こ
と

主
に
女
性
を
対
象
と
し
た
商
品

も
。
神
戸
市
の
神
壼
四
神
オ
リ
エ

ン
タ
ル
ホ
テ
ル
は
、
医
療
施
設
併

設
と
い
う
特
色
を
生
か
し
て
、
２

泊
３
日
以
上
の
コ
ー
ス
で
酵
素
ジ

ュ
ー
ス
を
中
心
と
し
た
半
断
食
療

法
を
体
験
し
て
も
ら
う
。
滞
在
中

は
管
理
栄
養
士
や
専
園
医
師
が
ア

ド
バ
イ
ス
し
、
ス
ト
レ
ッ
チ
の
個

人
指
導
も
あ
る
。　
　
　
・

Ｊ
Ｔ
Ｂ

ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
研

究

所
の
調
査
で
は
、
健
康
目
的
の

潜
在
市
場
規
模
は
４
兆
●１
０
０
０

億
円
。
高
橋
伸
佳

・
副
所
長
は
「
メ

タ
ボ
健
診
を
き

っ
か
け
に
、
健
康

に
特
化

し
た
サ
ー
ビ

ス
を
し
た

い
、
と
い
う
相
談
が
相
次
ぎ
、
健

康
と
環
境
が
地
域
活
性
化
の
切
り

札
と
も
な

っ
て
い
る
」
と
話
す
。
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